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使用教科書 高等学校改訂新物理基礎 （第一学習社） 
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１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・物理基礎では、物体の動く様子など、身近なものを扱います。 

・公式に数値を代入するだけで解くことができる問題もありますが、問題の条件を正しく把握し、 

理論的に考えないと解けない問題も多くあります。そのため、公式の暗記だけでなく、考え方を 

 しっかり理解することを目標に授業にのぞんでほしいと思います。 

・方程式や因数分解が苦手な人は、自分でも復習をしておいてください。 

 

２ 学習の到達目標 

 日常生活や社会との関連を図りながら物体の運動と様々なエネルギーへの関心を高め、目的意識

を持って観察、実験などを行い、物理学的に探求する能力と態度を育てるとともに、物理学の基本

的な概念や原理・法則を理解させ、科学的な見方や考え方を養う。 

 

 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:観察・実験の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

日常生活や社会との

関連を図りながら物

体の運動と様々なエ

ネルギーについて関

心をもち、意欲的に探

求しようとするとと

もに、科学的な見方や

考え方を身に付けて

いる。 

物体の運動と様々な

エネルギーに関する

事物・現象の中に問題

を見いだし、探求する

過程を通して、事象を

科学的に考察し、導き

出した考えを的確に

表現している。 

物体の運動と様々な

エネルギーに関する

観察、実験などを行

い、基本操作を習得

するとともに、それ

らの過程や結果を的

確に記録、整理し、

自然の事物・現象を

科学的に探求する技

能を身に付けてい

る。 

物体の運動と様々な

エネルギーについ

て、基本的な概念や

原理・法則を理解し、

知識を身に付けてい

る。 

評
価
方
法 

・授業態度 

・課題 

・発表の様子 

・授業態度 

・課題 

・発表の様子 

・定期考査 

・授業態度 

・実験レポート 

・授業態度 

・課題 

・発表の様子 

・実験レポート 

・定期考査 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
学
期 

力
と
運
動 

物体の運動 ○  ○  a:変位や速度、加速度の関係につ

いて科学的に理解する意欲を持っ

て学習に取り組んでいる。 

b:物体の運動を表す変位や速度、

加速度をその公式からとらえ、考

えることができている。 

c:自由落下の特徴をふまえ、物体

の落下時間を測定し、重力加速度

を調べている。 

d:物体の運動に関する基本的な公

式を理解し、自分で作ることがで

きる。 

・授業態度 

・課題 

・発表の様子 

・実験レポート 

・定期考査 

力と運動の法則 ○ ○   a:物体の運動に興味を示し、その

法則性を物理的に理解しようとす

る。 

b:物体の状態から、はたらく力を

考え、運動方程式を考えることが

できる。 

c:探究活動を通して、力と運動に

関する法則性を導くことを確認す

る。 

d:様々な条件下で、物体にはたら

く力を求め、運動方程式を立てる

ことができる。 

・授業態度 

・課題 

・発表の様子 

・実験レポート 

・定期考査 

２
学
期 

エ
ネ
ル
ギ
ー 

仕事と力学的エネルギ

ー 

 ○  ○ a:仕事を物理量として考えようと

し、物体がもつエネルギーについ

て意欲的に考える。 

b:運動エネルギーや、仕事とエネ

ルギーの変化について、どのよう

な関係があるか考えることができ

る。 

c:重力のみが仕事する場合、運動

エネルギーと位置エネルギーがど

のように変化するか理解する。 

d:仕事の求め方、道具を使用して

も仕事は変化しないことを理解

し、重力や弾性力のみが仕事をす

る場合、力学的エネルギーが保存

されることを理解する。 

・授業態度 

・課題 

・発表の様子 

・実験レポート 

・定期考査 



熱とエネルギー ○ ○   a:熱とはどういうものか興味を持

って考え、熱とエネルギーの関係

を考える。 

b:温度の異なる物体が接すると、

熱が移動すること、物体によって

温まりかたが異なることなど、熱

の移動について考える。 

c:外部と熱のやり取りがない時、

熱量が保存されることを理解す

る。 

d:熱の概念や物の温まり方に違い

があることを理解し、外部と熱の

やりときがない時、熱量が保存さ

れることを理解する。 

・授業態度 

・課題 

・発表の様子 

・実験レポート 

・定期考査 

波
動 

波の性質  ○ ○  a:身の回りに様々な波があること

に興味を示し、波の基本的な性質

や反射する時の様子等に関心をも

つ。 

b:波の移動や重ね合わせ等の現象

から一般的な公式や波の特徴をイ

メージすることができる。 

c: 定常波の実験から，波の重

ねあわせ，定常波の振幅と腹と

節の関係などを理解する。 

d:横波・縦波の違いや、定常波、

波の反射などの現象を理解する。 

・授業態度 

・課題 

・発表の様子 

・実験レポート 

・定期考査 

３
学
期 

音波   ○ ○ a:音の伝わる様子や、音の性質に

ついて意欲を持って考える。 

b:音が波であることを理解し、波

の諸現象である反射などを考え

る。 

c: 気柱の共鳴を利用し、おんさの

振動数を求めることができる。 

d:音が波の性質を持つことを理解

し、弦が振動する時の仕組みや、

気柱が共鳴する仕組みを理解し、

共振、共鳴の公式を利用すること

ができる。 

・授業態度 

・課題 

・発表の様子 

・実験レポート 

・定期考査 



電
気 

電荷と電流 ○   ○ a:電流と電圧、抵抗の関係を意欲

的に考える。 

b:抵抗に電流が流れるとき、電圧

と電流の関係について考える。 

c:抵抗から発生する熱と、電流、

電圧、時間との関係を理解する。 

d:ジュール熱、電力、電力量をオ

ームの法則と関連して理解する。 

・授業態度 

・課題 

・発表の様子 

・実験レポート 

・定期考査 

電流と磁場 ○ ○   a:日常生活に電気が関わっている

ことを理解し、モーターや発電機

を通じて、電流と磁場の関係を意

欲的に考えようとする。 

b:モーターや発電機の仕組みを学

習し、電流と磁場の関係について

考える。 

c:電磁誘導を観察し、その性質を

確かめる。 

d:モーターや発電機の性質などを

理解する。 

・授業態度 

・課題 

・発表の様子 

・実験レポート 

・定期考査 

エネルギーとその利用 ○   ○ a:太陽エネルギーの移り変わり

や、原子核によるエネルギーの発

生に興味を持つ。 

b:エネルギーの循環や、原子核に

よるエネルギーの発生について理

解する。 

c:放射線測定で、放射線量を測定

し、自然界においても放射線が存

在することを確認する。 

d:太陽エネルギーの利用について

理解する。 

・授業態度 

・課題 

・発表の様子 

・実験レポート 

・定期考査 

 

物理学が拓く世界 ○    a:新幹線やコージェネレーション

システムについての学習を通し

て、物理学と身近なものとの関係

について関心をもつ。 

b:新幹線の車両の形状が、空気抵

抗を減らすために工夫されている

ことを理解する。 

c:インターネットや文献を利用し

て、IC カードの利用における問題

点を調べる。 

d:新幹線やコージェネレーション

システムに用いられている技術に

触れ、物理学が果たしている役割

を理解する。 

・授業態度 

・課題 

・発表の様子 

・定期考査 

 



※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:観察・実験の技能   d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 


